
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

求
愛
よ
り
施
愛
に
生
き
よ

我
を
愛
す
る
が
如
く
　
す
べ
て
の
人
を
愛
せ
よ

《今号の紙面から》

教団人セミナー

全国総会　大阪で開催新
宗
連

第期第６回
理 事 会

令
和

８
年
度
事
業
大
綱
案
を
承
認

多
様
な
価
値
観
、苦
悩
の
現
実
に
ア
プ
ロ
ー
チ

見
え
な
い
違
い
を
包
み
込
む
社
会
に

月日　千鳥ヶ淵戦没者墓苑で開催

戦争犠牲者慰霊並
びに平和祈願式典

－青年平和式典－

第

回
教
団
人
セ
ミ
ナ
ー

性
的
少
数
者
の
現
状
と
理
解
を
深
め
る

全
国
総
支
部
会
議

　
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る

頃
、
日
米
の
野
球
界
で
は
ポ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
た
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

の
大
谷
選
手
の
活
躍
は
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
で
伝
え
ら
れ

て
い
た
。
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
―
ズ
進

出
を
決
め
た
試
合
で
は
３
本
の
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
、

投
げ
て
は

個
の
三

振
を
奪
う
と
い
う
、

正
に
二
刀
流
の
活
躍

で
チ
ー
ム
に
勝
利
を
も
た
ら
し

た
。

　
ま
た
日
本
球
界
で
は
、
新
庄
監

督
率
い
る
チ
ー
ム
が
最
終
戦
に
ま

で
も
ち
こ
む
粘
り
を
み
せ
た
が
、

一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。
福
岡
在
住

の
私
か
ら
し
た
ら
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た

ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
。
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
が
好
き
な
私
に
と
っ
て

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム

プ
レ
イ
に
は
、
個
人
の
技
術
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
戦
術
に
基
づ
い
た

チ
ー
ム
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ

ろ
に
魅
力
を
感
じ
感
動
し
て
い

る
。
自
分
に
は
な
い
能
力
や
技
術

に
惹
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
し
な

が
ら
い
つ
も
考
え
る
の
が
、
「
求

愛
よ
り
施
愛
に
生
き
よ
」
の
言
葉

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
善
隣
教

の
教
え
の
「
我
を
愛
す
る
が
如
く

す
べ
て
の
人
を
愛
せ
よ
」
を
実
践

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
先
代
が
提
唱

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
求
愛
と
は
、
求
め
る
愛
で
は
あ

る
が
、
我
を
愛
す
る
愛
、
自
分
の

命
を
大
切
に
す
る
心
を
基
と
し
て

他
者
へ
積
極
的
に
施
す
愛
の
実
践

を
い
た
し
ま
す
と
の
誓
い
で
あ

る
。
求
愛
よ
り
の
「
よ
り
」
は
比

較
の
よ
り
で
は
な
く
、
自
分
を
大

切
に
思
う
心
か
ら
発
す
る
愛
の
実

践
に
生
き
ま
す
と
の
誓
い
で
あ

る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
見
て
い
る
と

個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
辛
い
練
習
を
乗

り
越
え
、
技
術
を
磨
き
、
そ
の
辛

さ
を
わ
か
る
か
ら
こ
そ
励
ま
し
合

い
、
チ
ー
ム
の
士
気
を
鼓
舞
し
な

が
ら
試
合
に
臨
む
そ
の
姿
に
施
愛

に
徹
し
て
い
る
な
と
感
動
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　
人
生
、
時
に
は
、
自
分
の
こ
と

で
手
一
杯
に
な
り
、
他
者
を
思
い

や
る
余
裕
が
な
い
ほ
ど
の
精
神
状

態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
時
、
心
を
見
つ
め
、
自

分
の
置
か
れ
た
立
場
を
じ
っ
く
り

確
か
め
る
場
所
が
、

信
仰
の
場
、
宗
教
施

設
で
は
な
い
か
。
信

徒
の
皆
さ
ん
が
、
教

団
に
参
拝
さ
れ
、
手
を
合
わ
せ
祈

り
を
捧
げ
て
い
る
姿
を
見
る
た
び

に
神
仏
へ
の
畏
敬
の
念
と
と
も
に

生
か
さ
れ
生
き
る
我
が
命
へ
の
感

謝
が
姿
に
現
れ
て
い
て
、
祈
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
自
分
を

愛
す
る
心
か
ら
発
信
す
る
他
者
を

思
い
や
る
施
愛
の
実
践
が
大
切
だ

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
日

本
シ
リ
ー
ズ
を
楽
し
み
た
い
と
思

う
。　（
力
久
道
臣
・
善
隣
教
教
主
）

＜
２
面
＞
　
庭
野
平
和
財
団「
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
調
査
」

結
果
発
表
。

＜
４
面
＞
　
教
団
付
置
研
・
年
次
大
会
「
戦
後

年
に
考
え
る
平
和
へ
の
取

り
組
み
」。　
「
佼
成
新
聞
」
バ
チ
カ
ン
支
局
長
在
職

年
　・　
宮
平
宏
氏
学

習
会
。

（
次
号
発
行
は

月
下
旬
予
定
）

第１１５４号

２０２５年（令和７年）

１０月３０日

　「教団人セミナー」は
新宗連結成周年の際

に、宗教の社会性をテーマに始まり、多様な講
師陣を迎え、新宗連幹部らを中心に学び合うも
の。新宗連は令和６年度から「すべてのいのち
を尊ぶ世界」実現推進事業の一環として、現代

社会でさまざまな生きづらさを抱える人々の現
状を学び合う機会を重ねてきた。今回は企画委
員会における、ＬＧＢＴＱを学ぶ臨時学習会
（６月日、７月日）を踏まえ、マイクロア
グレッション（無自覚な差別）を学んだ第回
（２月日）に引き続き、企画された。

理事会では、事業大綱案などを原案通り承認した

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は

月
８
、
９
日
、
大
阪

市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
令
和
７
年
度
全
国
総
会
」
を
開
催
し
た
。
８
日
午
後
に
開
催
し
た
第


期
第
６
回
理
事
会
で
は
、
令
和
８
年
度
事
業
大
綱
案
を
承
認
し
た
。
理
事
会
後
に
は
第


回
教
団
人
セ
ミ
ナ
ー
（
『
栞
』
参
照
）
を
開
催
。
９
日
午
前
に
は
第

期
第
２
回
全
国

総
支
部
会
議
を
開
催
し
た
。

藥師実芳氏が講演

　
９
日
午
前

時
か
ら
、
大
阪

市
内
の
ホ
テ
ル
で
第

期
第
２

回
全
国
総
支
部
会
議
を
開
催
し

た
。
石
倉
寿
一
理
事
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、議
事
に
移
り
、

前
日
の
理
事
会
で
の
決
定
事
項

等
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
令
和
８
年
度
事

業
大
綱
お
よ
び
予
算
編
成
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。ま
た
、

総
支
部
・
協
議
会
に
関
す
る
定

款
記
載
事
項
、
規
程
等
を
改
め

て
確
認
し
た
。
こ
の
後
、
各
総

支
部
が
上
半
期
（
令
和
７
年
４

月
１
日
～
９
月

日
）
の
活
動

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
報

告
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
は
第

回

「
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平

和
祈
願
式
典
」
（
青
年
平
和
式

典
）
を

月

日
午
後
１
時
か

ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の
国
立

・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
開

催
す
る
。

　
新
宗
連
青
年
会
は
毎
年
、
終

戦
の
日
前
夜
の

８
月

日
夕
、

全
戦
争
犠
牲
者

の
象
徴
的
な
墓

所
で
あ
る
国
立

・
千
鳥
ケ
淵
戦

没
者
墓
苑
で

「
戦
争
犠
牲
者

慰
霊
並
び
に
平

和
祈
願
式
典
」（
８
・

式
典
）

を
開
催
し
て
き
た
。
第

回
の

節
目
を
迎
え
、
諸
般
の
事
情
か

ら
開
催
日
を
今
後
、
新
宗
連
青

年
会
が
結
成
さ
れ
た

月

日

に
近
い
日
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
今
回
か

ら
式
典
の
通
称
を「
８
・

式

典
」か
ら「
青
年
平
和
式
典
」
と

し
て
開
催
す
る
。

　
式
典
で
は
先
の
大
戦
の
終
結

か
ら

年
を
迎
え
、
今
日
の
日

本
の
平
和
と
繁
栄
は
、
多
く
の

方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
、
真
の
平
和
招
来
と

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世

界
」
を
実
現
す
る
た
め
、
真
心

か
ら
の
祈
り
を
捧
げ
る
。

　
入
場
無
料
で
誰
で
も
参
加
で

き
る
が
、
来
場
で
き
な
い
方
々

の
た
め
に
、
現
在
、
ラ
イ
ブ
配

信
を
新
宗
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。
チ
ラ
シ

（
Ａ
４
判
両
面
―
写
真
㊤
―
）

は
新
宗
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

　
８
日
午
後
１
時
か
ら
、
大
阪

市
内
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

併
用
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
第


期
第
６
回
理
事
会
は
冒
頭
、
深

田
充
啓
名
誉
会
長
と
石
倉
寿
一

理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
議
事
に
移
っ
た
。

　
審
議
事
項
で
は
、
は
じ
め
に

令
和
８
年
度
事
業
大
綱
案
に
つ

い
て
、
企
画
委
員
会
の
田
澤
清

喜
委
員
長
が
説
明
。
活
動
方
針

を
新
宗
連
の
四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
前
面
に
出
し
て
シ
ン
プ
ル

に
し
た
こ
と
、
重
点
課
題
は
変

わ
ら
な
い
部
分

を
残
し
つ
つ

も
、
一
部
は
時

代
に
合
わ
せ
て

修
正
し
て
い
け

る
よ
う
文
章
を

練
り
直
し
た
こ

と
を
報
告
。
引

き
続
き
「
す
べ

て
の
い
の
ち
を

尊
ぶ
世
界
」
実

現
に
向
け
て
宗

教
者
と
し
て
の

役
割
を
追
求
す

る
こ
と
、
「
生

き
づ
ら
さ
」
を

抱
え
る
人
を
は

じ
め
、
多
様
な

価
値
観
、
苦
悩

の
現
実
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い

く
こ
と
を
表
現

し
た
。

　
続
い
て
令
和
８
年
度
事
業
大

綱
策
定
に
あ
た
っ
て
の
補
足
事

項
案
を
大
滝
晃
史
事
務
局
長
が

説
明
。
令
和
８
年
度
の
新
宗
連

全
体
と
総
支
部
・
協
議
会
の
運

営
、
事
業
計
画
並
び
に
予
算
方

針
等
に
関
す
る
補
足
事
項
を
解

説
し
た
。
ま
た
、
「
祈
り
の
こ

と
ば
」
継
続
に
つ
い
て
石
倉
理

事
長
が
説
明
。
事
業
大
綱
案
、

補
足
事
項
案
、
「
祈
り
の
こ
と

ば
」
の
継
続
に
つ
い
て
、
一
括

し
て
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
８
年
の
主

な
会
議
、
行
事
予
定
も
原
案
通

り
承
認
し
た
。報
告
事
項
で
は
、

各
委
員
会
・
機
関
、
新
日
本
宗

教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年

会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）
、
総

支
部
・
協
議
会
、
宗
教
界
の
活

動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
新
宗
連
は

月
８
日
午
後
３

時
か
ら
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル

を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
、
「
第

回
教
団
人
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
た
。

　
今
回
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｒ
ｅ

リ

Ｂ
ｉ

　

ビ
　

ッ
　

ｔト

代
表
理
事
の
藥

師
実み

芳か

氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
『
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ

世
界
』
の
実
現
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
―
多
様
な
性

か
ら
多
様
性
を
考
え
る
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
　

　
藥
師
氏
は
冒
頭
、
「
私
た
ち

は
見
た
目
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
多
様
な
違
い
―
―
障
害
、
家

族
の
状
況
、
性
の
在
り
方
な
ど

を
抱
え
て
生
き
て
い
る
」
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、
違
い
を
尊

重
し
、公
平
に
機
会
を
保
障
し
、

包
摂
す
る
社
会
理
念
と
し
て

「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
」
（
※
１
）
を
紹

介
し
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
は
「
社
会

や
組
織
の
持
続
的
発
展
の
基

盤
」
で
あ
り
、

「
誰
も
が
多
様

で
あ
り
、
公
平

な
機
会
の
も
と

で
安
心
し
て
自

分
の
居
場
所
を

感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
大
切
」
と

強
調
し
た
。

　
性
の
在
り
方

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
違
い
と
し
て

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
、
性
の
多
様
性
を
考
え
る
四

つ
の
軸
①
法
律
上
の
性
別
②
性

的
指
向
③
性
自
認
④
性
表
現
を

提
示
。
「
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
、
一

人
ひ
と
り
の
性
の
在

り
方
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
説
明
し
た
。
さ

ら
に
、
す
べ
て
の
人
の
性
的
指

向
や
性
自
認
を
人
権
と
し
て
捉

え
る
概
念
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ

ソ

ジ

Ｉ
」
（
※

２
）
を
紹
介
し
、
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

は
特
定
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
も
つ
〝
性
の
在

り
方
〟
を
尊
重
す
る
た
め
の
言

葉
」と
述
べ
、理
解
を
求
め
た
。

　
日
本
社
会
に
お
け
る
現
状
に

つ
い
て
も
言
及
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
人
々
は
人
口
の
約
３
～

％

を
占
め
る
と
さ
れ
る
が
、
「
日

本
は
Ｇ
７
の
中
で
唯
一
、
同
性

婚
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な

い
」
と
指
摘
。
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
に
施
行
さ
れ
た
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
」
に
つ
い

て
は
「
行
政
、
事
業
者
、
学
校

に
お
け
る
取
り
組
み
が
法
律
で

規
定
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、

社
会
の
さ
ら
な
る
前
進
が
期
待

さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
職
場
で
性
的
指
向
や

性
自
認
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら

れ
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
が
約

％

に
上
る
現
状
を
報
告
。
「
い
な

い
も
の
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実

際
に
は
と
て
も
身
近
な
存
在
。

ど
の
職
場
や
環
境
に
も
い
る
こ

と
を
前
提
に
、
職
場
づ
く
り
や

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
期
の
い
じ

め
や
不
登
校
、
家
庭
で
の
孤
立

を
挙
げ
、

代
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
約
半
数
が
〝
死
に
た
い
〟
と

思
っ
た
経
験
を
持
ち
、
過
去


年
間
で
２
人
に
１
人
が
生
活
困

窮
を
経
験
し
、
約
４
割
が
精
神

障
害
を
発
症
し
て
い
る
と
紹

介
。
一
方
で
、
約
８
割
が
行
政

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に

性
の
在
り
方
を
理
由
に
困
難
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
の

調
査
結
果
も
示
し
、
「
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
や
福
祉
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
社
会
の
構
築
が
急

務
」
と
訴
え
た
。

　
次
に
、
国
内
で
進
む
多
様
性

教
育
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
学

校
で
の
授
業
や
企
業
・
自
治
体

向
け
の
研
修
な
ど
が
浸
透
し
つ

つ
あ
る
と
し
、
「
教
科
書
に
も

多
様
な
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
教
育
現
場
で
多

様
性
を
伝
え
る
意
義
が
深
ま
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
立
正
佼
成
会
総
務

部
渉
外
グ
ル
ー
プ
次
長
の
佐
原

透
修
氏
が
、
同
会
で
導
入
さ
れ

た
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
に
つ
い
て
報
告
。
同
制

度
は
、
職
員
の
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
を
同
会

制
度
上
の
「
配
偶
者
や
家
族
」

と
見
な
し
、
住
居
手

当
な
ど
婚
姻
関
係
と

同
等
の
福
利
厚
生
を

適
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
「
毎
回
事
情
を
説
明
す
る

負
担
を
な
く
す
た
め
、
制
度
と

し
て
明
文
化
し
た
」
と
説
明
し

た
。

　
講
演
の
ま
と
め
と
し
て
、
藥

師
氏
は
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を

受
け
た
と
き
は
『
話
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
』と
受
け
止
め
、

『
何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る

？
』と
寄
り
添
う
姿
勢
が
大
切
」

と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
性
的

指
向
や
性
自
認
に
関
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
を
見
聞
き
し
た
際
に

第
三
者
と
し
て
止
め
る
行
動
―

止
め
る
（
ス
ト
ッ
パ
ー
）
、
報

告
す
る
（
レ
ポ
ー
タ
ー
）
、
話

題
を
転
換
す
る
（
ス
イ
ッ
チ
ャ

ー
）
、
避
難
所
と
な
る
（
シ
ェ

ル
タ
ー
）
の
重
要
性
を
説
き
、

「
誰
も
が
多
様
性
の
中
に
い
る

当
事
者
と
し
て
、
共
に
考
え
行

動
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

　
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
で
は
、

「
自
分
の
中
に
あ
る
無
意
識
の

バ
イ
ア
ス
に
気
づ
か
さ
れ
た
」

「
日
々
の
気
づ
き
や
実
践
こ
そ

多
様
性
理
解
の
第
一
歩
だ
と
感

じ
た
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

藥
師
氏
は「
ア
ラ
イ（
理
解
者
）

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
が
心
理
的
安
全
に
つ
な

が
る
。
完
璧
で
な
く
と
も
、
寄

り
添
お
う
と
す
る
姿
勢
こ
そ
最

大
の
支
援
」
と
応
じ
た
。

　
家
族
支
援
を
問
う
声
に
は

「
親
も
ま
た
孤
立
し
や
す
い
存

在
だ
か
ら
こ
そ
、
親
の
支
援
が

欠
か
せ
な
い
。
親
の
理
解
の
有

無
が
子
ど
も
の
生
存
を
左
右
す

る
」
と
述
べ
た
。
最
後
に
「
宗

教
者
が
理
解
し
合
う
場
を
重
ね

る
こ
と
が
希
望
に
つ
な
が
る
」

と
の
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。

　

　

　
※
１
　
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＝
多
様
性
、
エ
ク
イ
テ
ィ

＝
公
平
性
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

＝
包
摂
、
ビ
ロ
ン
ギ
ン
グ
＝
居
場

所
）
の
略

　
※
２
　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
はSexual 

Orientation and Gender Identity

（
性
的
指
向
と
性
自
認
）
の
略




